
①６月よりweb予約に移行します。詳細は 5/28 BLEND発信をご参照ください。  

②開室時間は、水曜日、11：00-18：00です。ご希望の時間帯をおっしゃってください。また、「対面」「電話」

「ZOOM」のうち、ご希望の相談の種類を、お伝えください。  

【対面による相談】 50分まで 

相談室の場所は道しるべ3階にあります。予約時に、ご確認ください。感染予防の観点からご家庭での検温、 

マスクの着用、入室前、退室後の手洗いをお願い致します。  

【電話での相談】 30分まで 

予約時刻になりましたら、事務局へお電話ください。相談室へ転送されます。 

【Zoomでの相談】40分まで 40分になりますと自動的に ZOOMの接続が切れます。 

事務局からお伝えしますアドレスに、メールをください。 

メールには、お名前、学年、クラス、申込み時に職員よりお伝えしました相談予約日時を書いてください。 

当日までに Zoomの招待メールを送ります。予約時刻になりましたら、Zoomにお入りください。 

 雨降りの季節となりました。外出がおっくうになる分、室内での楽しみに力点が移りそうですね。 

というわけで（？）、映画『教皇選挙』を観てきました。結論から言いますと、一見の価値ありの

人間くさいサスペンスものでした。荘厳な建造物に、長く続く石畳の回廊や重厚な法衣に感動して

いると、スーツケースを引っ張ってスマホ片手に枢機卿が登場します。歴史的建造物に私達が日

常に使っているものもチラホラ顔を覗かせる意外さに驚き、・・・映像だけでも楽しめます。 

ご存じのとおり、去る５月７日からバチカン市国のシスティーナ礼拝堂で、カトリック教会の最高

司祭であるローマ教皇の選挙（コンクラーベ）が執り行われ、米国出身の新教皇レオ１４世が選出

されました。世界各国から教皇に次ぐ枢機卿が集まり、繰り返し投票が行われ、選出されると礼

拝堂の煙突から白い煙が上がって、皆に知らされるという手続きが踏まれるそうです。文字で読

んでいる時は、「ふーん」と流していたのですが、映画のおかげでがぜん興味が湧きました。 

前置きが長くなりましたが、最も印象的だったのは、選挙の総責任者であるローレンス首席枢

機卿のスピーチです。その主旨は、「確信（certainty）は、疑われなければならない。信仰は生き

物であり、常に問い続けられるものである」。規則やしきたりを文字通りに盲目的に信じるのでは

なくて、それぞれが自分や環境と照らし合わせて意味を考え、必要ならば議論し変えていく必要

がある、というものでした。（と、とらえました。） 

映画の中では、誰を信じるのか、何を信じるのか、登場人物それぞれが人を、自分自身を、正

しいと信じてきたことを疑い、不安にかられます。その時点で最良のものへと集約されて、新教皇

が選出された途端に新たな問いが生まれる、というおもしろい映画でした。 細野 SC 
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